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１ 補助事業の概要 

ものづくり企業の製品開発と生産性向上等を支援するために必要な機械設備（ＥＭＩ測

定システム、真空紫外ＩＣＰ発光分光分析装置）を導入し、製品の高品質化、不良対策等

を通して、当研究所が実施する研究、企業との共同研究、依頼試験、機器開放、企業の技

術人材育成に活用します。 

① ＥＭＩ測定システムは、医療機器、照明器具、情報技術装置等の各種電気製品から放出

される電磁妨害波（ＥＭＩ）が規制値以内かどうか測定評価を行います。 

② 真空紫外ＩＣＰ発光分光分析装置は、金属材料の成分分析や、工業原料・製品中の微量

成分など、共存物の多い材料の元素分析を行います。 

 

２ 予想される事業実施効果 

本事業により導入した機器を活用することで、本県のものづくり中小企業などにおける

製品の品質向上、試作開発・新製品開発につながることが期待できます。 

また、当所の研究、依頼試験、技術支援（機器開放、人材育成など）においても活用を

進めていきます。 

 

３ 本事業により導入した設備 

① ＥＭＩ測定システム 

（https://www.pref.mie.lg.jp/kougi/hp/41644032881.htm） 

ＥＭＩ測定システムは、電気製品から放出される

電磁妨害波を擬似電源回路網、吸収クランプ、ア

ンテナ等の各種トランスデューサにより捕捉・検

出し、その値を測定受信機で測定することにより、

製品の電磁妨害波が世界各国のＥＭＣ規制に適

合しているかどうか確認・試験するためのシステ

ムです。電磁妨害波の測定方法は、ＣＩＳＰＲ規

格等の国際規格で詳細に定められており、手順も

複雑なため、自動測定ソフトウェアを用いて測定

を行います。また、今回導入した設備は、タイムドメインスキャン機能に対応しているため、

測定漏れがない高速・短時間の測定が可能なシステムとなっています。 

 

設置場所：【三重県工業研究所 共同研究Ａ棟 １階 電波暗室及びシールドルーム】 



 

② 真空紫外ＩＣＰ発光分光分析装置  

（https://www.pref.mie.lg.jp/kougi/hp/41644032881.htm） 

真空紫外ＩＣＰ発光分光分析装置は、金属材料の

成分分析や、工業原料・製品中の微量成分など、

共存物の多い材料の元素分析に用いることので

きる、シーケンシャル型のＩＣＰ発光分光分析装

置です。本装置は真空紫外領域を含む波長範囲

130～850nmでの測定が可能で、分光干渉の少ない

波長域を選択した分析が可能になります。溶液化

した試料を分析でき、高塩濃度試料に対応できる

導入系を付属しています。 

 

設置場所：【三重県工業研究所 金属研究室】 

 

②本事業に係る印刷物等 

案内チラシ（ＥＭＩ測定システム） 

（https://www.pref.mie.lg.jp/common/content/001182211.pdf） 

案内チラシ（真空紫外ＩＣＰ発光分光分析装置） 

（https://www.pref.mie.lg.jp/common/content/001182212.pdf） 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 三重県工業研究所 （ミエケンコウギョウケンキュウショ）） 

住  所： 〒514-0819 

三重県津市高茶屋5丁目5番45号 

代 表 者： 所長 増田 峰知（マスダ タカノリ） 

担当部署： 企画調整課（キカクチョウセイカ） 

担当者名： 主幹 藤原 基芳（フジワラ モトヨシ） 

電話番号： 059－234－4036 

F  A  X： 059－234－3982 

E - m a i l： kougi@pref.mie.lg.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： https://www.pref.mie.lg.jp/kougi/hp/ 

 


